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Abstract
The purpose of this study was to examine the influence of the leader’s consciousness on the satisfaction 
of the students and parents participated in the community sports classes conducted at Nagasaki International 
University for the purpose of providing sports environment for children and providing active learning for 
university students learning sports.　We asked students who participated in community sports classes to 
answer the formative evaluation scale and evaluation of satisfaction, and we asked university students who 
were teaching community sports classes to answer the physical education class observation check list after 
the class.
As a result of having calculated coefficient of correlation of the class evaluation of satisfaction of the 
students who participated in the community sports classes and the subitem of the physical education class 
observation check list of the university student,“be concerned with a child heartily”and“devise for children 
teaching each other positively”showed significance correlation with“outcome”and“cooperation”.　As 
for a university student being concerned with a student heartily, the possibility that it disturbed to get the 
learning outcome of the students was suggested while it led to the pleasure of the students, and it became 
clear that the contents and teaching technique of the university student were important.
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大学生の指導者意識がどのような指導行動や相互作
用行動につながるのか、地域スポーツ教室の内容や
雰囲気が参加した児童生徒や保護者の満足度にどの
ように影響するかといった点について更なる検討が
必要である。
　今後の展望
　本研究では、体育授業観察チェックリストを用い
てアクティブラーニングの一環として行われた大学
生の振り返りを行い、参加した児童・生徒の形成的
授業評価および満足度、参加・帯同した保護者の満
足度との相関係数を算出した。この結果から、大学
生が児童生徒に心を込めて関わることは児童生徒の
楽しさにつながるが、いままで出来なかった運動が
できたという成果には結びつかないことが示されて
おり、対象とした地域スポーツ教室の改善点が明示
された。これまでアクティブラーニングや地域貢献
として行われた地域スポーツ教室において大学生自
身が自身の取り組みを振り返り、指導者意識を調査
した研究はほとんど見られない。体育授業観察チェッ
クリストの活用方法として、教員養成などの研修の
場で使用し、データに基づいて話し合いを行うこと
で教師の質向上に役立つとの提言が出されている
（日野他［１９９６］）。大学が学生に質の高いアクティ
ブラーニングを提供するとともに、参加者が満足す
るような地域スポーツを提供するためには、スポー
ツ教室の実施後に指導者が指導内容を自ら振り返り、
参加した児童生徒の評価と合わせて分析を行い、
データを基に改善案を話し合うことで、地域スポー
ツ教室の指導者の質向上およびスポーツ教室の内容
改善につながると考えられる。
　一方で、部活動や教職課程に所属している大学生
がボランティアとして指導・運営にあたっているこ
とから、指導意識や動機づけの差が大きく、プログ
ラム作成などの事前準備にあたる負担感を感じてい
ることも否めない。スポーツを専門とする大学生が
スポーツボランティア活動を実施する上で大学に望
むこととして「単位として認定する」、「大学で行う
ことができる」、「情報提供を行う」ことが挙げられ
ており（内藤［２００７］）、指導にあたる大学生が高い
動機づけを維持して準備にあたることができるよう
運営者は検討していく必要があるだろう。
付　記
本研究は、平成２９・３０年度長崎国際大学国際観光学科共
同研究費の研究助成を受けて行われた。
注
１）引用文献（炭谷［２０１６］）では、「アクティブ・ラー
ニング」と表記されている。
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